
指定日

種別

兵庫県指定有形民俗文化財

年代

江戸時代

所在地

朝来市多々良木

所有者

朝来市

内容

昭和50年3月18日

22．旧井上家住宅
きゅうい�うえけじゅうたく

（歴史民俗資料館
れき し み ん ぞ く し り ょ う か ん

）

現在、朝来歴史民俗資料館�し�保存使用され�いる。関西電力奥多々良木発電ダム�

建設�伴い、奥多々良木�民家が20戸ほ�湖底�沈むこ���り、多々良木�民俗調査

が徹底的�行われた。そ�際、井上昇一郎氏�住宅が、元禄中期�おける南但馬�農家

様式を残し�いるこ�がわかり、昭和49年（1974）�現在地�移築復元した。

元禄中期�様式�、次�５点�ある。

１．三間取り�ある。南但馬農家�間取り�、いわゆる田�字型�四間取りが一般的�あ

るが、こ�四間取り以前�形�ある。す�わち、いろり�間�店�間が一���っ�広

間��ったり多目的�使用され�いたも��ある。

２．ちょん�がけ�柱が数多く残っ�いる。

３．土台石が川原�丸石�ある。

４．外周が頑丈�ある。一間�うち半分�板戸�あるため内部�暗い。

採光よりも、外部から�安全を重視し�いる。壁も大壁��っ�いる。
５．寝間が独立し�い�窓も�い。外部から�安全が�かられ�いる。
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